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� 位置情報サービスプロバイダ、位置情報コンテンツメーカを利用者に想定した規格 
� 位置情報が生成、記述、交換、利用される４フェーズで普遍性と汎用性に考慮した規格 
� ITS情報通信システム推進会議のPOIX_ARIB、(旧)JSKのPOIX_MPを統合し、POIX_EX
とした統一規格 

� GPSの誤差への対策として経度緯度表現で不完全な位置を地物で表現可能 
 
１． 交換規格化指針：どのような位置情報サービスにも適用可能な基盤情報を策定する。 
２． 記述形式：概念レベルで位置情報項目を規定。記述形式は規定しない。ガイドラインでは、例として XMLで表
現。 
３． 交換方式： 交換手段は規定しない。インターネット、移動網などサービス体系の中でサービスプロバイダが独自
に規定可能。 
４． 他の標準化団体との連携：モバイルオフィス推進協議会、モバイル標準化検討委員会の既存規格と連携。 
更に、(旧)JSK と合同で統一ガイドラインを開発。 
 

 

 

図 A と図 Bの概要説明 
 図 A、Bは本ガイドラインの特徴のひとつである「経度緯度表現では不完全な位置を地物利用で表現する」状況を示したものであ
る。 
 GPSが提供する緯度経度は誤差を含み、また地図自身も誤差を含んでいる。このため、GPSから取得した位置をある地図で見る
と、道の右側になり、別の地図で見ると道の左側になることがあり得る。本ガイドラインの表記を用いれば、緯度経度情報に地物と

の相対位置を加えることができる。これによって、より正確な位置を表現できる。 
 上図で表現したい目的点は点 Dである。以下で示す目的点、参照点は別途緯度経度情報で与えられる。 
 
図 Aの詳細説明 
 1. 点 Dの近傍を通る道路の起点を参照点 A とする 
 2. 点 Aから進むべき方向を示す点 Bを第二の参照点とする 
 3. 点 Dの近傍を通る道路上の点Ｃを、点Ａからの道程 Lで示す。点 Cは仮想点（他の点と異なる色で示す）で、表記上は Lで 
   表されるだけである 

4. 点 Cの左側、あるいは右側で点 Dを表す 
図 Bの詳細説明 
 1. 点 Dの近傍を通る道路の起点を参照点Ｂとする 
 2. 点 Bには道路 A、B、Cがあり、誤差のため、これらを点 Bでは弁別できないので、点 A、Cを参照点として設ける 
 3. 参照点 A、Cにより、道路 Bが確定する。 
 4. これ以後は、図中には書かれていないが、図 Aの３、４と同様な手続きで点 Dを記述することができる 
 

当ガイドラインの電子ファイルは、以下の URL から入手できます。

http://www.itsforum.gr.jp/Public/J7Database/p22/P22.html
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